日本建築法制会議 第６０回 総会 議事録

日　時：２０１２年３月２９日（木曜日）1４時～1６時３０分
場　所：東京都中央区京橋２丁目６番７号　京橋区民館２号室洋室

出席者：９名（敬称略・50音順）　
大山  宏、山東和朗、竹川忠芳、辻 英一、辻村正美、平松朝彦、眞柄榮毅、
山田利行、柳澤孝次、
◎　主な情報発信（敬称略）と主な意見交換（⇒）
〇　提出資料（大山　宏）

・「朱鷺メッセ通路の崩壊事故　県の訴え・反訴ともに棄却地裁」、読売新聞、

２０１２．３．２７．

・「県の訴え棄却　朱鷺メッセ通路落下事故訴訟」、朝日新聞デジタル、2012．３。２７．
・「朱鷺メッセ訴訟、県側の請求を棄却、新潟地裁」、新潟日報、２０１２年３月２６日
・「朱鷺メッセ通路落下　県の賠償請求を棄却」（新潟県）、テレビ新潟、2012．3．２６．
・「朱鷺メッセ連絡橋事故について」、井上博、平成１６年１月１８日

・「新潟地裁　原告・新潟県の９億円請求を棄却　甲第１号証に工学的な信憑性認めず

　『裁判はビジネス』発言した泉田知事苦境に」、キョロっと明王、2012。３．27．

⇒傍聴席は満席。写真撮影２分間ののち、主文のみ読み上げて直ちに閉廷。
　　判決理由は翌日の新聞で知る。

　民事裁判は法定では主文のみが普通だとか。世の良識に反しているとしか思えない。

⇒　明治時代に海外から“技術”が学問として移入されてきた。“技術”は経験して
みないとわからない。“技術”と同様に、“技能”が、さらに重要であると思う。

・「ＪＳＣＡ／構造設計に「変形」の意識必要／非構造部材対策も、大震災受け提言案」、

　日刊建設工業新聞、２０１２．３．２３．

・「意匠設計者、施工者に助言／構造設計者非構造部材の耐震策／ＪＳＣＡ」，通信新聞、
　　　２０１２年３月２３日

・「空き家対策　撤去と活用の０両面から、北海道新聞（社説）、２０１２年２月２２日
・「空き家取り壊し支援へ　姫路市は助成制度整備」、神戸新聞、２０１２年３月１７日
・「建築５会／建築社会システム検討会を設置／建築法体系めぐり統一意見発信」、

日刊建設工業新聞、２０１２年３月２７日
・「日建連が「建築宣言」／安全・安心確保、低炭素・循環型社会構築に貢献」、

日刊建設工業新聞、２０１２年３月２７日
・「海底トンネル事故：天井部強度不足か　ブロック薄いと指摘、毎日新聞、2012．2.21．
・「妻籠宿に構造物、許可　南木曾町、リニア・アセスで」、信濃毎日新聞、2012。3．27．
・「御堂筋：「日本のマンハッタンに」高さ制限緩和を検討」、毎日新聞、2012.２．１０．
・「住宅機構が復興住宅モデルプラン紹介　被災者向け冊子作」、河北新報、2012.３.２０．

・「高台移転先海のそば　気仙沼・大谷向山住民、異例の計画」、河北新報、2012。2.。22.。
・「集団移転初の決定　岩沼６地区、石巻２地区」、河北新報、2012年3月24日
・「津浪と人間」：寺田寅彦（１９３３）、
〇　提出資料（辻　英一）

· 「構造設計者はタワーマンションに住まない　免震超高層に潜む危険」、
Asahi　 Shimbun　 Weekly AERA　2012.４．２．
⇒林立するタワーマンション地域における“液状化”は大丈夫なのだろうか？

・「震災復興」で鉄骨造をアピール、津浪避難ビルは「構造規定型」から「性能規定型」へ試設計開始、」

　、鉄鋼技術　２０１２年２月

⇒津浪の力にも対抗しようとすると、経済力がついていけないのではないか

　　　　ハード的なものづくりからソフト的なアプローチの知恵も肝要であろう

⇒“３．１１地震”後の大都市（大阪ＷＴＣなど）における超高層建物の“高強度コンクリート構造物の実挙動の実態はどうなのか。長周期による高頻度繰り返し正負交番荷重による建物の振動挙動を精査することも必要だ。
・「日本ＥＲＩなどに１４億円賠償命令　市は免責、確認検査機関の独立性と責任を重視」、
　　ＮＩＫＫＥＩ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＥ　２０１２－２－２５
⇒　何故、販売業者などディべロッパーの責任が問われてこないのだろうか

· 「構造計算適合性判定とピアレビュー」、金箱温春、鋼構造ジャーナル、2012.2。6．

⇒　ＵＳＡでのピアレビューは実務者レベルで遂行されている。
・「「直観力」と「想像力」、そして「十分な時間」が必要だ」、渡辺邦夫、鉄鋼技術、2012.2．
〇　提出資料（柳澤孝次）

· 「鬼に訊け、宮大工　西岡常一の遺言、千年先に、いのちを繋ぐ、」、映画監督：山崎佑次
〇　提出資料（辻村正美）

・「東日本大震災から１年　災害に強い国土づくりに向けて」、展示会・講演会・セミナー、
　　　　　　　大成建設、新宿センタービル５２階、2012年3月26日～3月30日

· 提出資料（真柄栄毅）
・「神田順　教授退官記念　最終講義「建築構造をとりまく自然と社会」

2012年3月9日　東京大学柏キャンパス　新領域環境棟１Ｆ　ＦＳホール

・「限界状態設計における設計荷重のための最適目標信頼性指標」、神田　順・平川倫生、日本建築学会構造系論文集1999年9月

・「建築物荷重指針・同解説(2004 )Recommendations for Loads on　Buildings」

1975年制定、2004年改定（第3次） 日本建築学会１章総則　ｐｐ７７～ｐｐ８４
・「持続的な社会における構造設計」、森保宏、2003年度　日本建築学会　

東海支部学術研究発表会シンポジウム
・「解説　『　万が一の事故に備えるエスカレータの工夫　』、内崎　巌、“機械設計”、
第５５巻、第１０号、（2011年１０月号）　
⇒“リスク感覚を磨き、消費者力を高めることを時代は要請している”　
・「　ＮＰＯ法人失敗学会　admin@shippai.or.jp   」、畑村洋太郎　

・「　建築物の質の向上に向けた専門家の資質確保方策、

情報の非対称性解消方策等のあり方」、国土交通省、資料５

・　2012年5月3日ジャンボ鯉のぼり（全長100ｍ：構造デザイン；川口衞）
⇒さいたま県加須市利根川河川敷において、

第①回目11時30分から遊泳　　第②回目13時30分から遊泳

